
月日 項目 課題

公衆衛生の特徴を、Harvard Universityにおける各Schoolでの違いから説明できる

近代における感染症の死亡率の減少の要因について、公衆衛生学的に説明できる

「古之善為医者」について、公衆衛生学講義での講師を例に説明できる

近年の性・主要死因別にみた年齢調整死亡率の推移の特徴を説明できる

「予防医学のもっとも基本的な原理原則」を、講義で説明した例を用いて説明できる

ポピュレーションアプローチとハイリスクアプローチについてテキストの事例を用いて説明できる

疾病発生への寄与の視点から、生活習慣への働きかけの意義を具体的に説明できる

喫煙の近年の状況とその危険因子の意義について概説できる

血圧・食塩摂取の近年の動向とその意義を説明できる

医療保険の問題点について説明できる

国民医療費について、動向と財源別構成割合を説明できる

RAND医療保険研究の結論について説明できる

日本人における心疾患の特徴について説明できる

特定健康診査・特定保健指導について、その概略を説明できる

健康日本２１（第２次）の考え方、概念を説明できる

多職種による連携について、心臓リハビリテーションを例に挙げて説明できる

循環器疾患の一次予防から三次予防まで、具体例を用いて説明できる

フレイル、サルコペニアと心疾患の関連を説明できる

疫学における研究デザインのうち、コホート研究について説明できる

妊娠中の喫煙について、たばこの煙に含まれる有害物質とその物質が胎児に及ぼす影響を示しながら説明できる

男女の喫煙率の推移（2012年～2015年）を、2015年「全国たばこ喫煙者率調査（速報）」の結果に基づき説明できる

加齢と老化の特徴について具体的に説明できる

高齢期における健康指標について説明できる

老年人口の割合の推移および、その課題を説明できる

平成21（2009）年に『学校保健法』が『学校保健安全法』に改正された背景について説明できる

学校三師の主な役割と職務について具体的に説明できる（学校健康安全法）

学齢期の好発疾患について、年次推移と近年の傾向について説明できる（文部科学省「学校保健統計」）

高齢者における年齢階級死亡率の性別の違い、または、年齢階級別の年次推移の特徴のいずれかを説明できる

フレイル、及び、サルコペニアについて概説できる

「愛こそは想像力です」を高齢者保健の視点から論ずることができる

ICFについて説明できる

サクセスフル・エイジング、及び、プロダクティブエイジングについて説明できる

高齢者のための国連原則について具体的に説明できる

がん対策基本法について、その概略が説明できる

がん検診のもたらす利益ならびに不利益について説明できる

がんの主要な発生要因とヘルスプロモーションの視点での予防について説明できる

保健所の業務について説明できる（地域保健法）

健康危機管理とは何か説明できる

結核患者届出後の保健所の主な対応について説明できる

精神保健医療福祉について、「入院治療から地域生活中心へ」と目標が掲げられた背景を説明することができる

自殺の現状について、国際的な比較や性別、年齢階級別の特徴や自殺に至った動機などを説明することができる

わが国の自殺対策について、「自殺対策基本法」の施行前後による対策の違いを踏まえ説明することができる

介護保険制度の概要について説明できる

介護保険制度における医師の役割について説明できる

介護保険制度が「予防重視システム」に転換されるに至った経緯や意義について説明できる

リスクの定義について説明できる

リスクコミュニケーションとは何か説明できる

リスクが過大視される場合について具体例を挙げて説明できる

政策科学の実例を一つ挙げ、公衆衛生学における研究を説明できる

公衆衛生事業の進め方（考え方）と健（検）診の有効性評価を説明できる

地域で働く公衆衛生医の実例から、印象に残ったエピソードを書きなさい

難病の定義および対策の五本柱を説明できる

難病における医師の役割について説明できる

難病対策における疫学データに基づく知見の重要性を、具体例を用いて説明できる

リプロダクティブ・ヘルスとは何か、説明できる

日本の乳幼児死亡率と妊産婦死亡率について、先進諸外国と比較した経過を説明できる

少子化社会対策について説明できる

世界の主な保健医療問題について説明できる

国際協力の体系について説明できる

日本政府の開発援助の特徴について説明できる

4月7日
生涯を通じた健康づくり：成人期①

（日本人の健康状態・難病）

2017年6月19日

2017年度公衆衛生学　各講義の学習目標（最終版）

公衆衛生学最終試験（6月26日9：50～10：50　組織学・病理学自習室）のための学習ポイントです。講義内容を良く復習するように。

4月7日
公衆衛生学の基礎：総論

（公衆衛生学とはどんな学問か？）

4月14日
生涯を通じた健康づくり：成人期②
（生活習慣病のリスクと予防：総論）

4月14日 公衆衛生学特論：医療経済

4月21日
生涯を通じた健康づくり：成人期③
（生活習慣病のリスクと予防：各論）

4月21日
公衆衛生学の基礎：

地域医療を担う医師として働く
（病院医師として）

4月28日
生涯を通じた健康づくり：

周産期・乳幼児期

4月28日
生涯を通じた健康づくり：高齢期①

（高齢社会：総論）

5月12日
生涯を通じた健康づくり：
学童期・思春期・青年期

5月12日
生涯を通じた健康づくり：高齢期②

（老年症候群　老年病）

5月19日
生涯を通じた健康づくり：高齢期③

（高齢者保健対策）

5月19日 公衆衛生学特論：がんの疫学

5月26日
公衆衛生学の基礎：

地域で公衆衛生医として働く
（保健所の立場から）

5月26日
生涯を通じた健康づくり：成人期④

（メンタルヘルス）

6月2日
生涯を通じた健康づくり：高齢期④

（介護予防）

6月2日 公衆衛生学特論：原子力災害の公衆衛生

6月9日
公衆衛生学の基礎：

地域で公衆衛生医として働く
（研究者の立場から）

6月9日 公衆衛生学特論：難病の疫学

6月16日
生涯を通じた健康づくり：

出生前・周産期

6月16日
公衆衛生学の基礎：

地域で公衆衛生医として働く
（国際保健の立場から）


